


アルバック機工株式会社
代表取締役社長
堀越 誠司

　真空技術は世界の半導体やフラットパネルディスプレーなどの基幹産業を下支えする技術として、無く
てはならない存在となっています。当社は創業以来、一貫して小型真空ポンプ、小型真空機器の専門メー
カーとして幅広い産業分野に貢献してまいりました。更に当社は、小型・省エネ・クリーンをキーワードに
した環境対応商品の創造により代替エネルギー産業や健康・福祉・医療の分野に対しても積極的に商品
開発を進めております。

　当社は家電製品や自動車など超信頼性を求められるポンプの提供を通じて、安全で高品質の商品を広
く世の中に供給しております。また、地球環境の保全は人類の共通の課題となっており、積極的なリサイク
ル活動を通じて省資源化を図っております。ビジネスの更なるグローバル化が進んでいる中、当社の商品
を安定供給するために、日本国内はもとより中国生産の本格化により製造・販売両面で当社のグローバル
化を推進しています。当社の商品が、広く産業の発展に寄与し、またあらゆる産業において必要とされる
アルバック機工であり続けたいと考えています。今後も皆様のご支援を賜りますようお願い申し上げます。



豊富な機種の中からお選びいただ
くだけでなく、経験に裏打ちされた
確かな技術力で、お客様の用途に合
った新たな商品を開発できるのも当
社の強みです。これまでもお客様の
ご要望にお応えすることによって新
たな市場を開拓して参りました。

お客様とのお取り引きの
中で、特に品質管理に厳し
い自動車産業や家電製品へ
の供給も経験して参りまし
た。お客様から培った品質
管理と信頼性評価のノウハ
ウは当社の強みです。いたします。

提案

アルバック機工の強み



真空を利用すれば、吸引や吸着ができます。
気体や液体の充填ができます。酸化防止がで
きます。遮音ができます。断熱ができます。乾燥
ができます。蒸留や濃縮ができます。金属の薄
い膜を作ることができます。
ものづくりや研究開発の世界では、真空技
術は“なくてはならないもの”となっています。

産業の世界では周囲の圧力「大気圧」よりも
低い圧力の空間があれば真空と呼びます。

低い圧力の空間では、
様々な科学現象が起こります。



以下に掲載の商品の他にも多彩な機種とバリエーションを展開。詳しくはホームページをご覧ください。http://www.ulvac-kiko.com/



オイルポンプ製造課



検査部　部品検査グループ

環境への取り組み
アルバック機工では、環境に対する基本理念や方
針を制定し、環境配慮型製品の製造、化学物質や廃
棄物の管理、有害物質全廃活動などを通じて、環境
活動に取り組んでいます。

【基本理念】 
アルバック機工は、地球環境の保全が人類共通の重要課題のひとつ
としてとらえ、事業活動のあらゆる面で環境の保全に配慮し、住み
よい地球と豊かな社会の発展に貢献します。

【環境方針】 
１． 環境保護に貢献できる製造プロセスの確立 
２． 環境保護に貢献できる商品の提供 
３． 環境保護に貢献できるリサイクル活動

品質保証部　品質保証課　検査グループ



犬島 真吾

　アメリカ・ヨーロッパを担当しており、それぞれ
年に４回程度は現地に赴いて営業活動をしています。
真空ポンプはなんといってもヨーロッパが本場。
世界のトップ企業が名を連ねる厳しいマーケットで
凌ぎを削っています。製品の正確性や耐久性を訴え
られるよう、プレゼンテーションにも工夫していま
すが、遠く離れた日本の製品を高く評価していただ
けたときは、大きな達成感がありますね。

営業本部　海外営業部　営業課

真空ポンプの本場ヨーロッパで「日本製」を認めてもらう
厳しい環境だからこそ湧いてくるチャレンジ精神と、
帰国後の日本食が仕事の原動力です。



2018年度実績（売上高　56.6億円）

業界別の割合
（国内受注）

18%
特約店

24%
分析機器

14%
理化学

12%
半導体製造

12%
工具商社

5%
環境

エネルギー

12%
その他

3%
医療器

52%

ドライポンプ

27%
オイルポンプ

18%
修理・部品販売

3%
真空機器

売上構成比

株式会社旭ケミカルス
アズワン株式会社
稲畑産業株式会社
ウシオ電機株式会社
三弘エマテック株式会社
株式会社三商
昭和鉄工株式会社
ダイドー株式会社
東京硝子器械株式会社
東京理化器械株式会社
株式会社トプコン

トラスコ中山株式会社
日本電子株式会社
日本特殊陶業株式会社
パナソニックスマートファクトリーソリューションズ株式会社
株式会社日立ハイテクノロジーズ
株式会社 FUJI
株式会社山善
ヤマト科学株式会社
株式会社リガク
ワイエイシイ株式会社
アルバックグループ



アルバック機工  宮崎本社工場

敷地面積：
生産台数：
ISO9001、ISO14001、ISO13485 認証取得済

50,890 ㎡
約 100,000 台

アルバック機工の製品は、宮崎県西都市の本社工場で、厳しい
品質管理体制のもと、生産されています。自然豊かなこの地から、
高性能、高信頼性の製品を世界に出荷しています。

アルバック機工の地域貢献活動
アルバック機工は、地球環境・安全へ配慮した商品の開発や生産活動は元より地域貢献活動も積極的
に行い地域社会に貢献しています。一例としては、交通安全活動、寄付金、義援金、救援募金活動、
献血活動（日本赤十字社より感謝状受賞）、学生や地域の方々への工場見学、インターンシップの受け
入れ等を行っています。

経済産業省より「地域未来牽引企業」に選定
「地域未来牽引企業」の選定は、地域の特性を生かして高い付
加価値を創出し、地域の事業者等に対する経済的波及効果を
及ぼすことにより地域の経済成長を力強く牽引する事業を、
更に積極的に展開することが期待される企業に贈られるもの
です。

信頼性評価センター
各種性能検証機能設備

A 棟
ドライ真空ポンプ組立

総合受付・応接

C 棟
本社機能・設計開発

油回転真空ポンプ部品加工・組立

B 棟
ドライ真空ポンプ部品加工

修理



アルバックグループは、真空ポンプの製造から
半導体などの製造ライン設計・施工、関連資材販売まで
真空のスペシャリストとして世界に拠点を展開。
海外での保守体制も確立しています。

国内グループ
株式会社アルバック
アルバックテクノ株式会社
アルバック九州株式会社
アルバック東北株式会社
アルバック販売株式会社
アルバック・クライオ株式会社
アルバック・ファイ株式会社
タイゴールド株式会社
アルバック成膜株式会社
日真制御株式会社
アルバックヒューマンリレーションズ株式会社
真空セラミックス株式会社
株式会社ファインサーフェス技術
株式会社REJ
株式会社昭和真空 

海外グループ

中国
愛発科（中国）投資有限公司
寧波愛発科真空技術有限公司
愛発科真空技術（蘇州）有限公司
愛発科東方真空（成都）有限公司
愛発科自動化科技（上海）有限公司
愛発科天馬電機（靖江）有限公司
愛発科真空技術（沈陽）有限公司
愛発科商貿（上海）有限公司
愛発科電子材料（蘇州）有限公司
愛発科豪威光電薄膜科技（深圳）有限公司
寧波愛発科低温泵有限公司

寧波愛発科精密鋳件有限公司

愛発科（蘇州）技術研究開発有限公司
香港真空有限公司
愛発科真空設備（上海）有限公司

インド
ULVAC,Inc. India Branch

台湾
ULVAC TAIWAN INC.

ULVAC CLEAN PRECISION TECHNOLOGIES CORP.

ULCORT TAIWAN, Inc.

ULVAC AUTOMATION TAIWAN, Inc.

ULVAC SOFTWARE CREATIVE TECHNOLOGY,CO.,LTD.

ULVAC Materials Taiwan, Inc.

半導体及び電子部品製造装置
Semiconductor and Electric device production equipment

一般産業用装置
Industrial equipment

ＦＰＤ及びＰＶ製造装置
FPD and PV production equipment

コンポーネント
Components

材料
Materials

分析装置・制御装置・マスクブランクス他
Analyzers,controllers,mask blanks,etc.

国内グループ企業
海外グループ企業
連結売上高

16 社
34 社

2,492 億円

ULVAC GROUP
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真空理工（株）より機工部門を継承し、

神奈川県横浜市白山町に真空機工（株）を設立

大阪営業所（現大阪支店）開設

鹿児島工場開設

本社を神奈川県横浜市佐江戸町に移転

本社を神奈川県横浜市新横浜に移転

サービスセンター（現ＣＳセンター）開設

宮崎工場開設

ISO 9001 認証取得

ISO 14001 認証取得

アルバック機工（株）に改称

中国生産拠点 寧波アルバック稼働開始

中国協力工場 アルバック天馬電機稼働開始

岡崎営業所（現名古屋支店）開設

宮崎工場増設

同時に鹿児島工場を閉鎖し、宮崎工場と統合

本社を宮崎県西都市（現所在地）に移転

同時に従来の本社を横浜支店に改称

横浜支店を現所在地に移転

ＣＳセンターを現所在地に移転

大阪支店を現所在地に移転

名古屋支店を現所在地に移転

ISO 13485 認証取得

経済産業省より地域未来牽引企業に選定

1971.  7

1976.  8

1983.  7

1984.  3

1988.  3

1988. 12

1996.  1

1997.  2

2001.  3

2001.  4

2001.  5

2001.  5

2005.  4

2006.  9

2007.  9

2008.  8

2008.  9

2008. 11

2014. 10

2015.  4

2017. 12

2億8千万円資本金

株式会社アルバック 100％主な株主

264名　（2019年4月1日現在）従業員数

代表取締役社長
常務取締役
取締役
取締役
取締役
取締役　非常勤
監査役　非常勤

堀越 誠司
柳田 博文
寺下 裕介
中村 　隆
野崎 真人
申　 周勳
清水 雅人

役員構成

三菱東京UFJ銀行 横浜西口支店
みずほ銀行 銀座支店
横浜銀行 新横浜支店
三井住友銀行 東京中央支店
宮崎銀行 西都支店

取引銀行

・真空ポンプ、及び真空機器の開発、
  製造、販売、及び輸出入
・医療機器の製造
・前各号に付帯する修理業務
・前各号に付帯する一切の業務

事業内容

〒881-0037  宮崎県西都市大字茶臼原291-7
Tel.（0983）42-1411（代）   Fax.（0983）42-1422

〒223-0059 神奈川県横浜市港北区北新横浜1-10-4
Tel.（045）533-0203（代）   Fax.（045）533-0204

〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原3-3-31（上村ニッセイビル5F） 
Tel.（06）6350-2166（代）   Fax.（06）6350-2169

〒881-0037  宮崎県西都市大字茶臼原291-7
Tel.（0983）42-4135（直通） Fax.（0983）43-2159

〒223-0059 神奈川県横浜市港北区北新横浜1-10-4
Tel.（045）533-0509（直通）  Fax.（045）533-0512

〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄3-11-31（グラスシティ栄ビル8F）
Tel.（052）249-5121（代）   Fax.（052）249-5122

名古屋支店

横 浜 支 店

CSセンター
横浜サービス

大 阪 支 店

本社・工場

CSセンター
宮崎サービス


